







その他のタイトル Menie Grey's Homecoming : For Description of




































－11－   
Widow）」、第2部「二人の牛追い（Th，ODrovers）」とは分離されてしまう。2000年にエディ  
ンバラ大学から出版された詳細な註解付きの『ウェイバリー全集』は元の構想の形を取り、  




































女のものとなったのか、「それについての噂が、気の毒なメニー を隠棲させた（p．156）」から  








































































































－15－   
産を持っているのは、尖が蓄財したことによるはずで、夫もなく未亡人でもなく、追贈し  
てくれる親族もなく、財産を手に入れることは想定できか一事態でありスキャンダルとい  




























Scott，Walter，（note by Claire Lamont）ChronlcLes Qfthe Canongate，（1827，Penguin Classics，  
London，2003）  
注  
－16－   
1親族に限っても、叔父ジェームズ・ラッセルりamesRussel）とその息子たち、兄ロバーート、息子チャー   
ルズ、甥の一人ウォルター、義理の兄弟、などが、束インド会社やインド派退部隊の■一員として、イ   
ンドに行っている。Claire Lamont，HistoricalNote to‘TheSurgeon，s Daughter，（in（・F．roni‘血dljle   
Cロ〃0〃紳e，Penguin，2003），p．360，を参照。  
2 スコットは序文でトレインヘの謝辞を述べている（〕C．ラモントの註解を参照すると、インドを舞台来   
している事のほかにも、重要なプロットがトレインの話を∃凱二していることがわかる。スコットはこ   
れに歴史的な背景を与えてハイダル■アリやティプー■スルタンを登場させた。さらにリチャーート・   
ミドルマスの人物像によって物語をドラマティックなものにした。  
3 乃g〃匂γ～ゆ〃抑止胤7・・乃亡ぶ～ノ曙gO〃太助l‘g力／β川〃〟Cd∫／／e伽岬ビ′・〃帆什（－nJonandトdinburh，lり（）礼に   
序文として引用された1831年のスコットのことば（）  
4 拙論「19世紀イギリス′ト説におけるインド表象－¶ウォルター・スコット『外科医の娘』の域ノト   
ー」（『現代文化論集 第42別、筑波大学現代語・現代文化単糸紀繋、19％年2月．（PP．1b7－1R3）  
5 Belliappa，K・C・，T77eImageQfJndiainE］7g／ishFic／io〃，（NewDelhi，1991）．p．11．  
6 トレインの話の基には、フォークロアがあると思われる。原形となった話は、「恋人の絵饗を持りて   
旅に出た若者が、その絵に恋をLた主人に恋人を差し出す」というものだが、グリムによって知られ   
る「白い花嫁と黒い花嫁」（〟1403）の始まりの「兄が美しい妹の絵姿を持って、ある国の甘に出える‘）   
モはその絵の美女に恋をし、花嫁として連れてくるように美女の兄に命ずる」というモテ仁一フの変   
奏ともみなせる。リチャードとメニーは「兄妹のようにして育った孤児の若者と娘」であるf，  
7 ナワープ（nawab）はインドのムガール帝国（1526－1858）における地方の行政艮官。皇帝の権威の低卜   
とともに自立した。ハイダル・アリ（172282）はインド南部のマイソール下回の傭兵隊長から支配者   
となり、ムガール皇帝からナワープとして承認された人物。コロマンデル地方をめぐってイギリス東   
インド会社と衝突した。Inawab，が英言尊転靴したものが，nabob，であるが、スコットはハイダル・ア1）を   
指す際に，nawab，のみを用いている。  
8 Hawes，Christopher，PoorRek7tions：Theル血kingqra Eurasian Commun坤1nBriLisJ7］ndia1778－1833，  
（Curzon，London，1996），Ghosh，Durba，Sex andLhe凡mi＆En Co／onjaI］ndia：T71eル血たEngqfE／叩Ere，  
（CambridgeUniversityPress，Cambridge，2006）  
9 Fay，Eliza，（E・M・Forster、ed，），Originn［Le（terTjねmJndio，（Ⅰ＿Ondon，1817，Llogarth，London，1925）  
－17嶋   
